
（様式２）

平成２７年１１月10日

　 　 　

　標記助成金について、下記の通り報告いたします。

　

　

茶道講師謝礼　3名に25,000円 　 円 　

消耗品の茶・、黒文字・懐紙などとお抹茶、お菓子 　 円 　

通信費、印刷等 　 円 　

円 　

※ 費目について細分化・特定できない場合は、「運営費充当」等の表記でも可。

道具・お菓子代 20,820

運営費充当 4,180

合　　　　計 50,000

謝礼 25,000

土 曜 活 動 等 助 成 金

記

報 告 書

【 事 業 名 称 】 交流棟　和室活用　茶道の体験

【 事 業 報 告 】 　本校には平成25年度の校舎改修時に、日本伝統文化の紹介及び体験を目的とした二間
続きで縁側がある本格的な和室が造られた。その恵まれた環境を生かし、さらに中高一貫
校であることから、SGHの一環である国際交流事業に協力することで、昨年から始めた伝統
文化体験講座の内容充実を図った。
茶道の講師を招き、道具の扱いなど所作の一つ一つについて意味合いを含めた説明を聞
き、もてなす側・招かれる側双方の体験を行った。伝統文化の紹介・作法体験を通じ、和のこ
ころの一端にも触れることを目指す講座として今後も継続予定。
募集は本校生徒・留学生等関係者を対象に20～30名程度。
今年度はモンゴルからの留学生を交え1回実施。

（ 記 録 写 真 ）
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